
「
神
崎
の
穴
観
音
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

今
、神
崎
が
ア
ツ
い
！
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あ
る
日
、
目
の
見
え
な
い
母
親
の
夢
枕
に

観
音
様
が
お
立
ち
に
な
り
、
娘
が
母
親
と
共

に
探
し
当
て
た
の
が
穴
観
音
。
大
き
な
岩
が

も
た
れ
合
っ
て
口
を
開
き
、
中
に
は
観
音
様

３
体
と
お
地
蔵
さ
ん
が
祭
ら
れ
て
い
て
、
１

つ
の
願
い
を
頼
め
ば
叶
え
ら
れ
る
と
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。「
観
音
講
」
と
呼
ば
れ
る
地

域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、
長
年
穴
観
音
の
お

世
話
を
続
け
て
守
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

毎
年
４
月
と
９
月
の
14
日
に
大
祭
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
お
参
り
に
来
る
人
が
年
々

減
り
、
２
年
前
の
９
月
に
は
な
ん
と
55
人
の

う
ち
半
分
が
関
係
者
と
い
う
状
況
に
。
こ
れ

に
危
機
感
を
感
じ
た
区
長
の
岡
本
さ
ん
は
、

荒
れ
て
い
た
周
辺
の
土
地
の
雑
草
を
刈
っ

て
駐
車
場
に
整
備
し
た
り
、
お

参
り
に
来
た
人
た
ち
が
穴
観
音

の
由
来
が
分
か
る
よ
う
に
チ
ラ

シ
を
置
い
た
り
と
工
夫
を
重
ね

た
そ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
の
情
報

番
組
で
紹
介
さ
れ
た
影
響
も
あ

り
、
１
年
後
の
大
祭
に
は
、
な

ん
と
約
５
倍
近
い
２
５
０
人
の

人
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

　

大
祭
の
他
に
も
毎
月
14
日
に

は
例
祭
が
あ
り
ま
す
。
前
日
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
お
花
を
供
え
た
り
、
掃
除

を
し
た
り
と
準
備
に
大
忙
し
で
し
た
。「
飲

み
物
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
毎
回
お
も
て
な
し
を

し
て
い
ま
す
。
観
音
様
の
お
世
話
も
で
す
が
、

取
り
組
み
を
地
道
に
続
け
た
こ
と
も
賑
わ
い

が
戻
っ
た
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
来
て
く

れ
る
人
が
増
え
る
と
や
る
気
も
出
ま
す
」
と

観
音
講
の
女
性
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

穴
観
音
か
ら
少
し
東
に
行
く
と
地
元
の
人

に
は
知
ら
れ
た
「
妙
見
の
滝
」
が
あ
り
ま
す
。

滝
か
ら
海
が
見
え
る
珍
し
い
景
色
で
、
こ
こ

を
整
備
し
て
誰
で
も
散
策
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
が
次
の
目
標
で
す
。

　

神
崎
地
区
で
は
、
穴
観
音
の
他
に
「
神
崎

ら
っ
き
ょ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

４
年
前
に
遊
休
農
地
を
畑
に
戻
し
、
ら
っ

き
ょ
う
の
植
え
付
け
、
収
穫
か
ら
酢
漬
け
体

験
を
す
る
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
地
域
の
人
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
で
ら
っ
き
ょ
う
を
使
っ
た
商
品

開
発
な
ど
、
市
内
外
の
人
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
で
す
。

　

今
年
、（
一
社
）
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
協
議

会
が
主
催
し
、
１
０
０
人
の
外
国
人
審
査
員

が
選
ぶC
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に
「
穴
観
音
と
由
良
川
鉄
橋
を
走
る
列
車
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
中
に
埋

も
れ
て
い
る
地
域
資
源
を
外
国
人
目
線
で
引

き
出
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
の
支
援
を
し

て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、外
国
人
が
「
神

崎
、
ク
ー
ル
！
」
と
評
価
し
て
く
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

は
じ
め
は
小
さ
な
活
動
で
も
、
少
し
ず
つ

地
域
に
広
が
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
地
域
に

活
力
が
戻
る
。
神
崎
地
域
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

　
「
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
場
所
も
い
い
け
れ

ど
、
神
崎
の
心
癒
さ
れ
る
自
然
自
体
が
宝
で

す
」
と
岡
本
区
長
。

　
「
夏
は
海
水
浴
で
も
賑
わ
う
神
崎
。
ぜ
ひ
、

心
癒
さ
れ
る
自
然
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」

▲由良川鉄橋を走る列車

▲穴観音の周辺の掃除をする皆さん

▲市外からお参りに来た人たちと岡本区長▲妙見の滝▲昨年のらっきょうプロジェクトの様子

「オリンピック」というとメダルや勝負の結果に注目
されることが多く、世界一を決める舞台と思っている
人も多いかもしれません。しかし、オリンピックは、
スポーツを通して心身ともに健康な人間を育み、世界
中の人々との交流によってお互いを認め合い、平和な
世界を築くことを目的に創設されました。これがオリ
ンピックが平和の祭典といわれるゆえんです。

残念ながらアスリートとして参加できる人は限られ
ていますが「見る」「支える」という形で誰でも関わる
ことは可能です。ウズベキスタンのレスリング・柔道
関係者や、アテネからの聖火、そしてアスリートが真
剣に己と向き合う姿を通して、ぜひ勝ち負けだけでは
ない「オリンピック」そして「パラリンピック」の魅
力に出会ってください。いよいよあ
と 1 年、一緒に楽しみましょう。

北京五輪ウエイトリフティング
女子 69㌔級６位入賞
齋藤里香さん

舞鶴出身の元オリンピアンに
魅力を聞いてみた

東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会の開
催まで約1年となりました。自国開催ということもあり、
日に日にムードが高まってきています。来年の 5 月に
は聖火リレーが舞鶴市を通過することが決まり、オリ・
パラとの関わりを持つ大きなチャンスができました。ぜ
ひ、多くの舞鶴の皆さんにも聖火を見届け、思いや願い
を乗せてほしいと思います。直接自分とは関わりがなく
ても、まるで家族や親せきのように応援したくなるのが
オリ・パラではないでしょうか。それは、日の丸を背負
って戦う選手の表情や姿に「命を燃やして生きている」
ことを感じることができるからだと思います。「見る」「知
る」「支える」。さまざまな形で関わりを持って、多くの
人と多くの感動を味わい、日々のエネルギーに変えてく
ださい。みなさんにとって素晴らし
い東京オリンピック・パラリンピッ
クになることを願っています。

アテネ五輪陸上競技
４× 400㍍リレー４位入賞
山口有希さん

６
月
１
日
に
東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー

ト
が
発
表
さ
れ
、
通
過
す
る
全
国

８
５
７
市
区
町
村
の
一
つ
に
舞
鶴
市

も
選
ば
れ
ま
し
た
。

京
都
府
内
で
は
聖
火
リ
レ
ー
が
来

年
５
月
26
日
・
27
日
に
16
市
町
村
を

聖
火
リ
レ
ー
、
再
び
。

舞
鶴
で
も
実
施
！

走
り
、
舞
鶴
市
で
実
施
さ
れ
る
の
は

26
日
。
京
丹
後
市
→
宮
津
市
→
舞
鶴

市
→
綾
部
市
→
福
知
山
市
→
長
岡
京

市
→
亀
岡
市
の
順
で
走
り
ま
す
。

な
お
、
前
回
1
9
6
4
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
、
聖
火
リ

レ
ー
が
舞
鶴
市
で
実
施
さ
れ
る
の
は

２
回
目
。

詳
細
ル
ー
ト
は
未
定
。

決
ま
り
次
第
、
広
報
ま
い

づ
る
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

《
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
》

▲ 1964 年に開催された東京オリンピック
で聖火リレーが舞鶴で実施された様子
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